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環
境
教
育
振
興
法(

案)
（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
国
民
の
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
国
民
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
活
動
を

行
う
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
環
境
教
育
の
振
興
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
、
も
っ
て
持
続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
の
構

築
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
持
続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
」
と
は
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
健
全
な
経
済
の
発
展
を
図

り
な
が
ら
持
続
的
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
環
境
へ
の
負
荷
」
と
は
、
環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
環
境
へ
の
負
荷
を
い
う
。

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
球
環
境
保
全
」
と
は
、
環
境
基
本
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
地
球
環
境
保
全
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条
　
環
境
教
育
の
振
興
は
、
国
民
が
、
人
と
環
境
と
の
か
か
わ
り
合
い
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
生
活
の
全
般
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に
わ
た
り
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
し
、
持
続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
の
構
築
に
主
体
的
に
参
画
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
を
旨

と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
環
境
教
育
の
振
興
は
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
、
職
場
そ
の
他
の
様
々
な
場
を
通
じ
て
、
国
民
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
環
境

教
育
に
係
る
多
様
な
機
会
が
相
互
の
有
機
的
な
連
携
に
配
慮
し
つ
つ
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３
　
環
境
教
育
の
振
興
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
環
境
の
保
全
に
関
す
る
伝
統
的
な
文
化
を
尊
重
す
る
心
を
育
て
る
こ

と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
環
境
教
育
の
振
興
は
、
現
在
及
び
将
来
の
世
代
に
わ
た
っ
て
地
球
環
境
保
全
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
地
球
全

体
の
環
境
に
つ
い
て
広
く
深
い
理
解
を
養
う
こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
環
境
教
育
基
本
計
画
）

第
四
条
　
政
府
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
環
境
教
育
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図

る
た
め
、
環
境
教
育
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
（
以
下
「
環
境
教
育
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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２
　
環
境
教
育
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
環
境
教
育
の
振
興
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方
針

二
　
環
境
教
育
の
振
興
に
関
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き
施
策

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
環
境
教
育
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要

な
事
項

３
　
文
部
科
学
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
審
議
会
等
（
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
条
に
規

定
す
る
機
関
を
い
う
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
意
見
を
聴
い
て
、
環
境
教
育
基
本
計
画
の
案
を
作
成
し
、
閣
議
の
決

定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
文
部
科
学
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
閣
議
の
決
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
環
境
教
育
基
本

計
画
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
文
部
科
学
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
、
環
境
教
育
基
本
計
画
の
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。

６
　
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
環
境
教
育
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
都
道
府
県
環
境
教
育
計
画
及
び
市
町
村
環
境
教
育
計
画
）
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第
五
条
　
都
道
府
県
は
、
環
境
教
育
基
本
計
画
を
勘
案
し
つ
つ
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
地
域
の
特
性
、
環
境
教
育
の
実
施

の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
環
境
教
育
の
振
興
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
都
道
府
県
環
境
教
育
計
画
」

と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
市
町
村
は
、
環
境
教
育
基
本
計
画
及
び
都
道
府
県
環
境
教
育
計
画
を
勘
案
し
つ
つ
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
地
域
の
特
性
、

環
境
教
育
の
実
施
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
環
境
教
育
の
振
興
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
市
町
村
環
境

教
育
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
都
道
府
県
環
境
教
育
計
画
又
は
市
町
村
環
境
教
育
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
公
聴

会
の
開
催
等
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

４
　
都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
都
道
府
県
環
境
教
育
計
画
又
は
市
町
村
環
境
教
育
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ

れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
、
都
道
府
県
環
境
教
育
計
画
又
は
市
町
村
環
境
教
育
計
画
の
見
直
し

を
行
う
も
の
と
す
る
。

６
　
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
環
境
教
育
計
画
又
は
市
町
村
環
境
教
育
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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（
学
校
に
お
け
る
環
境
教
育
の
充
実
）

第
六
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
教
員
に
対
す
る
環
境
教
育
に
関
す
る
研
修
、
環
境
教
育
に
関
す
る
教
育
課
程
の
基
準
の

整
備
そ
の
他
の
学
校
に
お
い
て
適
切
に
環
境
教
育
が
行
わ
れ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
職
場
に
お
け
る
環
境
教
育
の
充
実
）

第
七
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
事
業
者
に
よ
る
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
す
る
環
境
教
育
の
実
施
の
奨
励
そ
の
他
の

職
場
に
お
い
て
適
切
に
環
境
教
育
が
行
わ
れ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
環
境
教
育
に
係
る
多
様
な
機
会
の
提
供
）

第
八
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
環
境
教
育
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る
社
会
教

育
の
講
座
の
開
設
、
自
然
体
験
活
動
の
推
進
そ
の
他
の
国
民
が
様
々
な
場
に
お
い
て
環
境
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
多

様
な
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
人
材
の
育
成
）

第
九
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
環
境
教
育
に
関
す
る
企
画
調
整
を
担
う
人
材
そ
の
他
の
環
境
教
育
の
振
興
に
寄
与
す
る

専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
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（
環
境
教
育
の
内
容
及
び
方
法
の
改
善
）

第
十
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
環
境
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究
、
環
境
教
育
の
基
準
と
な
る
指
針
の
整
備
そ
の
他
の
環

境
教
育
の
内
容
及
び
方
法
の
改
善
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
施
策
の
実
施
体
制
の
整
備
）

第
十
一
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
関
係
機
関
の
連
携
の
確
保
、
民
間
の
団
体
と
の
協
力
関
係
の
強
化
そ
の
他
の
環
境
教

育
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
実
施
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
等
）

第
十
二
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
環
境
教
育
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
そ
の

他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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理
　
由

　
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
健
全
な
経
済
の
発
展
を
図
り
な
が
ら
持
続
的
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
構
築
に
寄
与
す

る
た
め
、
国
民
の
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
国
民
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
活
動
を
行
う
意
欲
を
高

め
る
よ
う
、
環
境
教
育
の
振
興
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で

あ
る
。


